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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　タッチパネルを付設したディスプレイ及びこのディスプレイの表示面に各種画面を表示
させる処理機能を有するコントローラを備える生産機械の表示装置において、前記コント
ローラに、前記表示面に少なくとも二つの独立した画面表示部を並べて表示可能な多面表
示処理機能部と、前記画面に対するタッチスライド操作により、タッチした画面を他の画
面に切換え可能にする画面切換処理機能部と、前記画面表示部以外の前記表示面にキー表
示部を設け、このキー表示部に、前記タッチスライド操作により切換わる画面の順番に対
応したキーパターンにより配列させた複数の画面切換キーを表示し、この画面切換キーの
タッチ操作により、表示する画面を選択可能な機能を有する切換キー表示処理機能部とを
備えてなることを特徴とする生産機械の表示装置。
【請求項２】
　前記コントローラには、５０〔ｍｍ〕以上の操作距離及び／又は１００〔ｍｍ／ｓ〕以
上の操作速度のときにタッチスライド操作を有効にする操作有効条件を設定してなること
を特徴とする請求項１記載の生産機械の表示装置。
【請求項３】
　前記コントローラは、前記表示面に一つの独立した画面を表示可能な単面表示処理機能
部又は前記多面表示処理機能部を選択可能な表示選択処理機能部を備えることを特徴とす
る請求項１又は２記載の生産機械の表示装置。
【請求項４】
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　前記ディスプレイは、縦長に配し、少なくとも二つの独立した前記画面表示部は、縦方
向に配してなることを特徴とする請求項１，２又は３記載の生産機械の表示装置。
【請求項５】
　前記画面切換処理機能部は、表示されている任意の画面を、タッチスライド操作により
、表示されている他の画面に対して交差する方向に操作した際に、当該任意の画面と当該
他の画面を入替える画面入替機能部を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれかに
記載の生産機械の表示装置。
【請求項６】
　前記多面表示処理機能部は、表示されている任意の画面を、前記タッチスライド操作に
より、表示されている他の画面に対して交差しない方向に操作した際に、当該他の画面以
外の画面であって、前記キーパターンに沿って次に表示される画面に切換える画面切換機
能部を備えることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記載の生産機械の表示装置。
【請求項７】
　前記切換キー表示処理機能部は、少なくとも二つの画面を表示した際に、各画面が表示
される前記画面表示部に対応して各画面切換キーを色分け表示する機能を有する色分表示
機能部を備えてなることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の生産機械の表示装
置。
【請求項８】
　前記多面表示処理機能部は、前記表示面に三つ以上の独立した画面表示部を少なくとも
縦方向及び横方向に並べて表示するマルチ画面表示機能部を備えることを特徴とする請求
項１～７のいずれかに記載の生産機械の表示装置。
【請求項９】
　前記画面切換処理機能部は、四つ以上の独立した画面表示部の角同士が斜方向に隣接す
る画面同士を、タッチスライド操作により入替可能な斜方向画面入替機能部を備えること
を特徴とする請求項８記載の生産機械の表示装置。
【請求項１０】
　前記生産機械には、少なくとも射出成形機を含むことを特徴とする請求項１～９のいず
れかに記載の生産機械の表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、タッチパネルを付設したディスプレイ及びこのディスプレイの表示面に各種
画面を表示させるコントローラを備える生産機械の表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、タッチパネルを付設したディスプレイ及びこのディスプレイの表示面に各種画面
を表示させるコンピュータ機能を有するコントローラを備える生産機械の表示装置として
は、特許文献１で開示される射出成形機の表示装置及び特許文献２で開示される射出成形
機の表示装置が知られている。
【０００３】
　特許文献１で開示される射出成形機の表示装置は、射出成形機のマンマシンインタフェ
ース部の表示器の表示画面を２分割し、このうちの一方の表示画面を専用のメイン画面領
域とし、他の残りの表示画面を専用のサブ画面領域とし、メイン画面領域には、該射出成
形機のコントローラ機能を操作可能なコントローラ機能スイッチを備え、且つ該射出成形
機の全ての条件を設定可能な設定器並びにモニタリングデータを表示し、サブ画面領域に
は、メイン画面領域と独立して随時表示したいモニタリングデータ等の各種データを表示
するように構成したものである。また、特許文献２で開示される射出成形機の表示装置は
、タッチパネルを付設したディスプレイ及びこのディスプレイの表示面に各種画面を表示
させるコンピュータ機能を有するコントローラを備え、ディスプレイの表示面における基
本画面の上段と下段に、それぞれ各種画面を切換える画面項目毎に設けた複数の画面切換
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キーを表示するとともに、必要に応じて、表示面上に、テンキー画面等の小画面をウィン
ドウ画面により表示するようにしたものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１４５９４７号公報
【特許文献２】特開２００４－１５５０７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上述した従来における射出成形機（生産機械）の表示装置は、次のような解決
すべき課題が存在した。
【０００６】
　第一に、ディスプレイの表示面に表示される画面を、他の画面に切換える場合、対応す
る画面切換キーを切換操作して切換える必要がある。この場合、射出成形機等の生産機械
では、通常、表示する画面の種類が多くなるため、これに伴って、画面切換キーの数も多
くなる傾向がある。結局、表示面に表示できる画面切換キーの大きさが小さくなったり画
面切換キーの上面に表示される文字の大きさが小さくなるなど、画面切換キーの視認性及
び操作性の低下、更には誤操作のリスクも大きくなるなどの難点があった。
【０００７】
　第二に、表示面に表示する画面は、基本的に一つのみであり、重複させて表示する画面
は、サブ画面やウィンドウ画面等の小画面であって、あくまでも補助的に画面に留まる。
したがって、射出成形機等の生産機械のように、様々な情報を参照して成形条件等の緻密
な設定を行う場合、必ずしも十分な表示を行っているとはいえず、設定作業を行う際の、
設定の容易性，設定の的確性，設定の正確性及び設定の迅速性をより高める観点からは、
更なる改善の余地があった。
【０００８】
　本発明は、このような背景技術に存在する課題を解決した生産機械の表示装置の提供を
目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る生産機械Ｍの表示装置１は、上述した課題を解決するため、タッチパネル
２ｔを付設したディスプレイ２及びこのディスプレイ２の表示面２ｄに各種画面を表示さ
せる処理機能を有するコントローラ３を備える表示装置を構成するに際して、コントロー
ラ３に、表示面２ｄに少なくとも二つの独立した画面表示部Ｘ１，Ｘ２…を並べて表示可
能な多面表示処理機能部Ｆｄと、画面Ｖａ…に対するタッチスライド操作により、タッチ
した画面Ｖａ…を他の画面Ｖｂ…に切換え可能にする画面切換処理機能部Ｆｃと、画面表
示部Ｘ１，Ｘ２…以外の表示面２ｄにキー表示部Ｘｋを設け、このキー表示部Ｘｋに、タ
ッチスライド操作により切換わる画面Ｖａ…の順番に対応したキーパターンＰｋにより配
列させた複数の画面切換キーＫｘ…，Ｋａ…を表示し、この画面切換キーキーＫｘ…，Ｋ
ａ…のタッチ操作により、表示する画面Ｖａ…を選択可能な機能を有する切換キー表示処
理機能部Ｆｋとを備えてなることを特徴とする（Ｖａ，Ｖｂは不図示）。
【００１０】
　この場合、発明の好適な態様により、コントローラ３には、５０〔ｍｍ〕以上の操作距
離及び／又は１００〔ｍｍ／ｓ〕以上の操作速度のときにタッチスライド操作を有効にす
る操作有効条件を設定できる。また、コントローラ３には、表示面２ｄに一つの画面表示
部Ｘｏを表示可能な単面表示処理機能部Ｆｓ又は多面表示処理機能部Ｆｄを選択可能な表
示選択処理機能部Ｆｍを設けることができる。なお、ディスプレイ２は、縦長に配し、少
なくとも二つの独立した画面表示部Ｘ１，Ｘ２…は、縦方向に配することが望ましい。一
方、画面切換処理機能部Ｆｃには、表示されている任意の画面Ｖａ…を、タッチスライド
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操作により、表示されている他の画面Ｖｂ…に対して交差する方向に操作した際に、当該
任意の画面Ｖａ…と当該他の画面Ｖｂ…を入替える画面入替機能部Ｆｃａを設けることが
できるとともに、表示されている任意の画面Ｖａ…を、タッチスライド操作により、表示
されている他の画面Ｖｂ…に対して交差しない方向に操作した際に、当該他の画面Ｖｂ…
以外の画面Ｖｃ…であって、キーパターンＰｋに沿って次に表示される画面Ｖｃ…に切換
える画面切換機能部Ｆｃｂを設けることができる。さらに、切換キー表示処理機能部Ｆｋ
には、少なくとも二つの画面Ｖａ…を表示した際に、各画面Ｖａ…が表示される画面表示
部Ｘ１，Ｘ２…に対応して各画面切換キーＫａ…を色分け表示する機能を有する色分表示
機能部Ｆｋｅを設けることができる。他方、多面表示処理機能部Ｆｄには、表示面２ｄに
三つ以上の独立した画面表示部Ｘ１…を少なくとも縦方向及び横方向に並べて表示するマ
ルチ画面表示機能部Ｆｄａを設けることができる。また、画面切換処理機能部Ｆｃには、
四つ以上の独立した画面表示部Ｘ１…の角同士が斜方向に隣接する画面Ｖａ…同士を、タ
ッチスライド操作により入替可能な斜方向画面入替機能部Ｆｃｃを設けることができる。
なお、生産機械Ｍには、少なくとも射出成形機Ｍｍを含ませることができる。
【発明の効果】
【００１１】
　このような構成を有する本発明に係る生産機械Ｍの表示装置１によれば、次のような顕
著な効果を奏する。
【００１２】
　（１）　画面Ｖａ…に対するタッチスライド操作により、タッチした画面Ｖａ…を他の
画面Ｖｂ…に切換え可能にする画面切換処理機能部Ｆｃを備えるとともに、画面表示部Ｘ
１，Ｘ２…以外の表示面２ｄにキー表示部Ｘｋを設け、このキー表示部Ｘｋに、タッチス
ライド操作により切換わる画面Ｖａ…の順番に対応したキーパターンＰｋにより配列させ
た複数の画面切換キーＫｘ…，Ｋａ…を表示し、この画面切換キーキーＫｘ…，Ｋａ…の
タッチ操作により、表示する画面Ｖａ…を選択可能な機能を有する切換キー表示処理機能
部Ｆｋとを備えてなるため、生産機械Ｍのように、表示する画面Ｖａ…の種類が数多く存
在する場合であっても、画面Ｖａ…を切換える際の操作の容易性及び使い勝手（操作性）
の向上を図ることができる。
【００１３】
　（２）　表示面２ｄに少なくとも二つの独立した画面表示部Ｘ１，Ｘ２…を並べて表示
可能な多面表示処理機能部Ｆｄを備えるとともに、画面Ｖａ…に対するタッチスライド操
作により、タッチした画面Ｖａ…を他の画面Ｖｂ…に切換え可能にする画面切換処理機能
部Ｆｃを備えるため、例えば、一つの画面Ｖａ…を設定画面に使用し、残りの画面Ｖｂ…
を情報を得る参照画面として利用できるなど、生産機械Ｍのように、様々な情報を参照し
て緻密な設定を行うような場合であっても、設定作業を行う際の、設定の、容易性，的確
性，正確性及び迅速性をより高めることができる。
【００１４】
　（３）　好適な態様により、コントローラ３に、５０〔ｍｍ〕以上の操作距離及び／又
は１００〔ｍｍ／ｓ〕以上の操作速度のときにタッチスライド操作を有効にする操作有効
条件を設定すれば、所定のタッチスライド操作によってのみ画面Ｖａ…の切換や入替を行
うことができるため、例えば、誤って表示面２ｄに触れ、必要な画面Ｖａ…が不用意に切
換わってしまう不具合を回避することができる。
【００１５】
　（４）　好適な態様により、コントローラ３に、表示面２ｄに一つの画面表示部Ｘｏを
表示可能な単面表示処理機能部Ｆｓ又は多面表示処理機能部Ｆｄを選択可能な表示選択処
理機能部Ｆｍを設ければ、例えば、段取画面のように、他の参照画面をさほど必要としな
い画面は、単面表示処理機能部Ｆｓにより表示し、画面をより大きく表示して見やすくで
きるとともに、設定画面のように、他の参照画面を必要とする画面は、多面表示処理機能
部Ｆｄにより表示し、様々な情報を参照できるため、二つの表示モードを目的に応じて使
い分けることにより、使い勝手及び利便性をより高めることができる。
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【００１６】
　（５）　好適な態様により、ディスプレイ２を、縦長に配し、少なくとも二つの独立し
た画面表示部Ｘ１，Ｘ２…を、縦方向に配すれば、二つの画面Ｖａ…をよりコンパクトに
表示できるとともに、より見易い態様に表示できる。
【００１７】
　（６）　好適な態様により、画面切換処理機能部Ｆｃに、表示されている任意の画面Ｖ
ａ…を、タッチスライド操作により、表示されている他の画面Ｖｂ…に対して交差する方
向に操作した際に、当該任意の画面Ｖａ…と当該他の画面Ｖｂ…を入替える画面入替機能
部Ｆｃａを設ければ、タッチスライド操作の操作方向により、画面入替を選択できるため
、容易かつ迅速に画面Ｖａ…同士の入替を行うことができる。
【００１８】
　（７）　好適な態様により、画面切換処理機能部Ｆｃに、表示されている任意の画面Ｖ
ａ…を、タッチスライド操作により、表示されている他の画面Ｖｂ…に対して交差しない
方向に操作した際に、当該他の画面Ｖｂ…以外の画面Ｖｃ…であって、キーパターンＰｋ
に沿って次に表示される画面Ｖｃ…に切換える画面切換機能部Ｆｃｂを設ければ、タッチ
スライド操作の操作方向により、画面切換を選択できるため、容易かつ迅速に他の画面Ｖ
ｃ…への切換を行うことができる。
【００１９】
　（８）　好適な態様により、切換キー表示処理機能部Ｆｋに、少なくとも二つの画面Ｖ
ａ…を表示した際に、各画面Ｖａ…が表示される画面表示部Ｘ１，Ｘ２…に対応して各画
面切換キーＫａ…を色分け表示する機能を有する色分表示機能部Ｆｋｅを設ければ、各画
面Ｖａ…と各切換キーＫａ…を容易に対応させることができるため、表示されている画面
Ｖａ…が何の画面であるかを迅速かつ確実に把握でき、もって、画面Ｖａ…の操作や設定
に係わる作業能率をより高めることができる。
【００２０】
　（９）　好適な態様により、多面表示処理機能部Ｆｄに、表示面２ｄに三つ以上の独立
した画面表示部Ｘ１…を少なくとも縦方向及び横方向に並べて表示するマルチ画面表示機
能部Ｆｄａを設ければ、一つの画面Ｖａ…を設定画面に使用し、残りの画面Ｖｂ…を参照
画面として利用するような場合において、表示できる情報量をより増やせるため、全体の
動作状態等を的確に把握するなどの観点からより望ましい管理を行うことができる。
【００２１】
　（１０）　好適な態様により、画面切換処理機能部Ｆｃに、四つ以上の独立した画面表
示部Ｘ１…の角同士が斜方向に隣接する画面Ｖａ…同士を、タッチスライド操作により入
替可能な斜方向画面入替機能部Ｆｃｃを設ければ、表示する画面Ｖａ…の数が増えた場合
であっても、速やかに画面Ｖａ…の入替等を行うことができるため、例えば、重要な画面
Ｖａ…をより見やすい位置に配置するなどのカスタマイズを容易かつ迅速に行うことがで
きる。
【００２２】
　（１１）　好適な態様により、生産機械Ｍに、少なくとも射出成形機Ｍｍを含ませれば
、様々な情報を参照して成形条件等の緻密な設定を行う必要がある射出成形機Ｍｍにとっ
て最適となる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の好適実施形態に係る表示装置におけるディスプレイの画面図、
【図２】同表示装置の機能ブロック図、
【図３】同表示装置のディスプレイにキーパターンにより表示される画面切換キーの表示
パターン図、
【図４】同キーパターンの機能説明図、
【図５】同表示装置に備える画面入替機能部の機能説明図、
【図６】同表示装置に備える画面切換機能部の機能説明図、
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【図７】同表示装置の使用方法の一例を説明するためのフローチャート、
【図８】同使用方法に基づいて表示されるディスプレイの画面図、
【図９】同表示装置のディスプレイの取付例を示す説明図、
【図１０】同表示装置に備えるマルチ画面表示機能部及び斜方向画面入替機能部の説明図
、
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　次に、本発明に係る好適実施形態を挙げ、図面に基づき詳細に説明する。
【００２５】
　まず、本実施形態に係る表示装置１の構成及びこの表示装置１を備える射出成形機Ｍｍ
（生産機械Ｍ）の概略構成について、図１及び図２を参照して説明する。
【００２６】
　図１中、仮想線で示すＭｍは射出成形機であり、機台Ｍｂと、この機台Ｍｂ上に設置さ
れた射出装置Ｍｍｉ及び型締装置Ｍｍｃを備える。射出装置Ｍｍｉは、加熱筒１０を備え
、この加熱筒１０の前端に図に現れない射出ノズルを有するとともに、加熱筒１０の後部
には材料を供給するホッパ１１を備える。一方、型締装置Ｍｍｃには可動型と固定型から
なる金型１２を備える。また、機台Ｍｂ上には、起設した側面パネル１３を利用して表示
装置１のディスプレイ２を配設する。この場合、ディスプレイ２は、図１に示すように、
縦長に配する。これにより、ディスプレイ２の表示面２ｄには、少なくとも二つの独立し
た画面表示部Ｘ１，Ｘ２…を縦方向に並べて設けることができる。このように、ディスプ
レイ２を縦長に配することにより、二つの画面Ｖｃ…をよりコンパクトに表示できるとと
もに、より見易い態様に表示できる。さらに、このディスプレイ２にはタッチパネル２ｔ
を付設し、このタッチパネル２ｔを付設したディスプレイ２は、機台Ｍｂに内蔵する図２
に示すコントローラ３（表示制御部２２）に接続する。
【００２７】
　図２は、表示装置１の機能ブロック図を示す。表示装置１はディスプレイ２と表示制御
部２２により構成される。また、表示制御部２２は、ＣＰＵ及び内部メモリ等のハードウ
ェアや各種ソフトウェアを含むコンピュータ機能を有するコントローラ３により構成され
、特に、ＨＭＩ（ヒューマン・マシン・インタフェース）プログラムにより機能する。こ
のＨＭＩプログラムは、射出成形機Ｍｍの動作条件の設定や表示及び射出成形機Ｍｍの動
作監視データの表示等を行うソフトウェアである。この表示制御部２２には、画像表示デ
ータ処理部（制御部）２３、各種センサの検出データ，入出力情報及びアナログ情報等を
書き込むプロセスデータメモリ２４、各種画像データを記憶する画像データメモリ２５、
動作条件等の各種設定データを記憶する設定データメモリ２６、タッチパネル２ｔに接続
した入力処理部２７、ディスプレイ２に接続した画像メモリ２８等が含まれる。ディスプ
レイ２はカラー表示可能なカラー液晶ディスプレイ等を用いたディスプレイ本体２ｍとタ
ッチパネル２ｔの組合わせにより構成する。
【００２８】
　次に、本実施形態に係る表示装置１の具体的な機能について、図１～図６を参照して説
明する。
【００２９】
　表示装置１は、内部メモリのプログラムエリアに格納された処理プログラムに従って実
行される各種機能部、即ち、少なくとも図２に示す、多面表示処理機能部Ｆｄ，画面切換
処理機能部Ｆｃ，切換キー表示処理機能部Ｆｋ，単面表示処理機能部Ｆｓ及び表示選択処
理機能部Ｆｍを備える。また、多面表示処理機能部Ｆｄには、マルチ画面表示機能部Ｆｄ
ａを含むとともに、画面切換処理機能部Ｆｃには、画面入替機能部Ｆｃａ，画面切換機能
部Ｆｃｂ及び斜方向画面入替機能部Ｆｃｃを含む。さらに、切換キー表示処理機能部Ｆｋ
には、色分表示機能部Ｆｋｅを含む。
【００３０】
　この場合、多面表示処理機能部Ｆｄは、ディスプレイ２の表示面２ｄに二つの独立した
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画面表示部Ｘ１，Ｘ２を並べて表示可能な機能を実現するものであり、図１に示すように
、縦長の表示面２ｄの上側に第一画面表示部Ｘ１を表示し、下側に第二画面表示部Ｘ２を
表示する。なお、第一画面表示部Ｘ１の上側には、後述するキー表示部Ｘｋを確保する。
図１は、第一画面表示部Ｘ１に、射出・計量画面Ｖｃを表示し、第二画面表示部Ｘ２に、
工程監視画面Ｖｇを表示した態様を示している。
【００３１】
　切換キー表示処理機能部Ｆｋは、図１に示すように、ディスプレイ２における二つの画
面表示部Ｘ１，Ｘ２…以外の表示面２ｄにキー表示部Ｘｋを設け、このキー表示部Ｘｋに
、図３及び図４に示すように、タッチスライド操作により切換わる画面Ｖａ…（Ｖａは不
図示）の順番に対応したキーパターンＰｋにより配し、かつタッチ操作により、表示する
画面Ｖａ…を選択可能な複数の画面切換キーＫｘ…，Ｋａ…を配列表示する機能を実現す
る。例示するキーパターンＰｋは、単面表示処理機能部Ｆｓにより、表示面２ｄに一つの
画面Ｖｘ…のみを表示可能な単面用キーとなる三つの画面切換キーＫｘ，Ｋｙ，Ｋｚを有
するとともに、多面表示処理機能部Ｆｄにより、第一画面表示部Ｘ１及び第二画面表示部
Ｘ２の一方に表示可能な多面用キーとなる多数の画面切換キーＫａ，Ｋｂ，Ｋｃ…Ｋｋ…
を有する。この場合、単面用キーとなる三つの画面切換キーＫｘ…は一段表示するととも
に、多面用キーとなる多数の画面切換キーＫａ…は二段表示する。これにより、単面用キ
ーであるか多面用キーであるかを容易に判別できる。なお、Ｋｍは階層切換キーである。
図３は比較的使用頻度の多い第一階層を示すが、階層切換キーＫｍをタッチすれば、第一
階層と入れ替わる形で第二階層の画面切換キーが表示される。
【００３２】
　画面切換処理機能部Ｆｃは、第一画面表示部Ｘ１又は第二画面表示部Ｘ２に対するタッ
チスライド操作により、タッチした第一画面表示部Ｘ１又は第二画面表示部Ｘ２に表示さ
れる画面Ｖａ…を他の画面Ｖｂ…に切換え可能にする機能を実現する。特に、画面切換処
理機能部Ｆｃは、画面入替機能部Ｆｃａと画面切換機能部Ｆｃｂを備えている。
【００３３】
　画面入替機能部Ｆｃａは、表示されている任意の画面Ｖａ…を、タッチスライド操作に
より、表示されている他の画面Ｖｂ…に対して交差する方向に操作した際に、当該任意の
画面Ｖａ…と当該他の画面Ｖｂ…を入替える機能を実現する。即ち、図１に示した第一画
面表示部Ｘ１に射出・計量画面Ｖｃを表示し、第二画面表示部Ｘ２に工程監視画面Ｖｇを
表示した態様を例にとれば、図５に示すように、仮想線で示す指Ｈｆで第一画面表示部Ｘ
１をタッチし、第二画面表示部Ｘ２に対して交差する方向（矢印Ｄｃ方向）となる下方向
へスライド操作すれば、射出・計量画面Ｖｃは下方向へ移動するとともに、工程監視画面
Ｖｇは上方向へ移動し、一定距離だけ操作したタイミングにより、射出・計量画面Ｖｃは
第二画面表示部Ｘ２に表示され、工程監視画面Ｖｇは第一画面表示部Ｘ１に表示される。
これにより、射出・計量画面Ｖｃと工程監視画面Ｖｇは上下位置が反転する入替えが行わ
れる。図５が入替った態様を示している。なお、下方向にスライド操作する場合を例示し
たが、指Ｈｆで第二画面表示部Ｘ２をタッチし、上方向にスライド操作する場合も同様に
行うことができる。このような画面入替機能部Ｆｃａを設ければ、タッチスライド操作の
操作方向により、画面入替を選択できるため、容易かつ迅速に画面Ｖａ…同士の入替を行
うことができる。
【００３４】
　この場合、コントローラ３には、予め、タッチスライド操作により操作する際の操作有
効条件を設定する。例示の場合、操作距離が５０〔ｍｍ〕以上，操作速度が１００〔ｍｍ
／ｓ〕以上のいずれか一方の条件を満たしたときにタッチスライド操作を有効にする操作
有効条件を設定している。したがって、タッチスライド操作による操作距離が５０〔ｍｍ
〕未満及び操作速度が１００〔ｍｍ／ｓ〕未満の場合、タッチスライド操作は無効となる
。なお、必要により、操作距離が５０〔ｍｍ〕以上及び操作速度が１００〔ｍｍ／ｓ〕以
上の双方を満たすことを条件にタッチスライド操作を有効にする操作有効条件を設定して
もよい。このような操作有効条件を設定すれば、所定のタッチスライド操作によってのみ
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画面Ｖａ…の切換や入替を行うことができるため、例えば、誤って表示面２ｄに触れ、必
要な画面Ｖａ…が不用意に切換わってしまう不具合を回避できる利点がある。
【００３５】
　画面切換機能部Ｆｃｂは、表示されている任意の画面Ｖａ…を、タッチスライド操作に
より、表示されている他の画面Ｖｂ…に対して交差しない方向に操作した際に、当該他の
画面Ｖｂ…以外の画面Ｖｃ…であって、キーパターンＰｋに沿って次に表示される画面Ｖ
ｃ…に切換える機能を実現する。即ち、上記と同様に、図１に示した第一画面表示部Ｘ１
に射出・計量画面Ｖｃを表示し、第二画面表示部Ｘ２に工程監視画面Ｖｇを表示した態様
を例にとれば、図６に示すように、仮想線で示す指Ｈｆで第一画面表示部Ｘ１をタッチし
、第二画面表示部Ｘ２に対して交差しない方向（矢印Ｄｐ方向）となる左方向へスライド
操作すれば、射出・計量画面Ｖｃは左方向へスクロールして第一画面表示部Ｘ１から隠れ
、次に表示される画面である温度画面Ｖｄが矢印Ｄｐ方向からスクロールして第一画面表
示部Ｘ１に現れる。これにより、第一画面表示部Ｘ１においては、射出・計量画面Ｖｃか
ら温度画面Ｖｄへの画面表示の切換えが行われる。この場合も、上述した操作有効条件が
同様に適用される。なお、左方向にスライド操作する場合を示したが、右方向にスライド
操作する場合も同様に行われ、この場合には、エジェクタ画面Ｖｂ（不図示）の画面表示
に切換わる。このような画面切換機能部Ｆｃｂを設ければ、タッチスライド操作の操作方
向により、画面切換を選択できるため、容易かつ迅速に他の画面Ｖｃ…への切換を行うこ
とができる。
【００３６】
　ところで、画面切換処理機能部Ｆｃと切換キー表示処理機能部Ｆｋは密接に関係する。
キー表示部Ｘｋに表示される画面切換キーＫｘ…，Ｋａ…は、タッチスライド操作により
切換わる画面Ｖａ…の順番に対応したキーパターンＰｋにより配置されている。上述の例
では、射出・計量画面Ｖｃを左方向へスクロールすることにより温度画面Ｖｄに切換わり
、射出・計量画面Ｖｃを右方向へスクロールすることによりエジェクタ画面Ｖｂに切換わ
るが、この切換わりの順番は、キーパターンＰｋの配列に沿って切換わる。即ち、エジェ
クタ画面切換キーＫｂ，射出・計量画面切換キーＫｃ，温度画面切換キーＫｄの順番は、
キーパターンＰｋに従って予め配置されている。他の画面切換キーＫａ…も同様であり、
タッチスライド操作により切換わる各画面Ｖａ…の順番は、図４に点線Ｒｍで示す各画面
切換キーＫａ…の順番に一致する。
【００３７】
　また、切換キー表示処理機能部Ｆｋには、二つの画面Ｖａ…を表示した際に、各画面Ｖ
ａ…が表示される画面表示部Ｘ１，Ｘ２…に対応して各画面切換キーＫａ…を色分け表示
する色分表示機能部Ｆｋｅを備える。色分けの例としては、例えば、図１に、イメージと
して示すように、非選択状態の画面切換キーは「ダークグレー」に配色し、第一画面表示
部Ｘ１に表示される画面に対応する画面切換キーは「ホワイト」に配色し、第二画面表示
部Ｘ２に表示される画面に対応する画面切換キーは「ライトグレー」に配色できる。図１
の場合には、第一画面表示部Ｘ１には射出・計量画面Ｖｃが表示されるため、対応する射
出・計量画面切換キーＫｃは「ホワイト」に配色され、第二画面表示部Ｘ２には工程監視
画面Ｖｇが表示されるため、対応する工程監視画面切換キーＫｇは「ライトグレー」に配
色される。このような色分表示機能部Ｆｋｅを設ければ、各画面Ｖａ…と各切換キーＫａ
…を容易に対応させることができるため、表示されている画面Ｖａ…が何の画面であるか
を迅速かつ確実に把握でき、もって、画面Ｖａ…の操作や設定に係わる作業能率をより高
めることができる利点がある。
【００３８】
　他方、単面表示処理機能部Ｆｓは、いわば一般的な表示方式により表示する機能、即ち
、ディスプレイ２の表示面２ｄに一つの画面表示部Ｘｏを表示する機能を実現する。した
がって、例えば、段取画面Ｖｘのように、他の参照画面をさほど必要としない画面は、単
面表示処理機能部Ｆｓにより、表示面２ｄには一つの画面Ｖｘ…のみを表示できるため、
画面をより大きく表示して見易くできる。単面表示処理機能部Ｆｓにより、画面表示部Ｘ
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ｏに表示する画面Ｖｘ…については、図３及び図４に示すように、予め選定し、例示の場
合、三つの画面切換キーＫｘ，Ｋｙ，Ｋｚを横方向に並べて一段により表示する。これに
より、図３に示すように、多面表示処理機能部Ｆｄにより用いられる二段表示の画面切換
キーＫａ，Ｋｂ，Ｋｃ…Ｋｋ…に対して明確に判別できる。単面表示処理機能部Ｆｓによ
り表示される画面Ｖｘ…であっても、前述したタッチスライド操作により、画面の切換を
行うことができ、タッチスライド操作により切換わる画面Ｖｘ…の順番は、図４に点線Ｒ
ｓで示す各画面切換キーＫｘ…の順番に一致する。
【００３９】
　このように、三つの画面切換キーＫｘ，Ｋｙ，Ｋｚは、その一つを選択することにより
、一つの画面表示部Ｘｏに一つの独立した画面Ｖｘ…として表示させることができる。こ
れに対して、多面表示処理機能部Ｆｄにより用いられる二段表示の各画面切換キーＫａ，
Ｋｂ，Ｋｃ…Ｋｋ…を選択した場合には、前述した第一画面表示部Ｘ１と第二画面表示部
Ｘ２により表示面２ｄにおいて二段表示される。即ち、各画面切換キーＫｘ…，Ｋａ…の
選択により、自動的に表示モードが設定される。したがって、単面表示処理機能部Ｆｓ又
は多面表示処理機能部Ｆｄのいずれかを選択可能となり、この機能が表示選択処理機能部
Ｆｍとなる。このような表示選択処理機能部Ｆｍを設ければ、例えば、段取画面Ｖｘのよ
うに、他の参照画面をさほど必要としない画面は、単面表示処理機能部Ｆｓにより表示し
、設定画面として機能する射出・計量画面Ｖｃのように、他の参照画面を必要とする画面
は、多面表示処理機能部Ｆｄにより表示して好適となるため、二つの表示モードを目的に
応じて使い分けることにより、使い勝手及び利便性をより高めることができる。
【００４０】
　次に、本実施形態に係る表示装置１の使用方法について、図７に示すフローチャート及
び図８に示すディスプレイ２の画面図を参照して説明する。
【００４１】
　例示は、成形条件等の設定作業を行う場合の使用例を示す。今、図８（ａ）に示すよう
に、単面表示処理機能部Ｆｓにより、段取画面Ｖｘを表示している場合を想定する（ステ
ップＳ１）。この場合、単面用キーである段取画面切換キーＫｘをタッチすれば、表示面
２ｄのほぼ全体に、画面表示部Ｘｏにより段取画面Ｖｘのみが表示される。これにより、
オペレータは、表示された段取画面Ｖｘを利用して段取作業を行うことができる。
【００４２】
　次いで、オペレータにより、射出速度等の射出装置Ｍｍｉ側の成形条件を設定する場合
を想定する（ステップＳ２）。この場合、まず、多面用キーである射出・計量画面切換キ
ーＫｃをタッチする。これにより、多面表示処理機能部Ｆｄにより、第一画面表示部Ｘ１
と第二画面表示部Ｘ２による表示が行われるため、射出・計量画面Ｖｃは、第一画面表示
部Ｘ１に表示される（ステップＳ３）。なお、この時点では、第二画面表示部Ｘ２に、段
取画面Ｖｘが表示される前に第二画面表示部Ｘ２に表示されていた画面が表示される。
【００４３】
　次いで、射出速度等の成形条件を設定する際に参考にできる参照画面を表示する。例え
ば、工程監視画面Ｖｇが必要な場合には、工程監視画面切換キーＫｇをタッチすることに
より、工程監視画面Ｖｇが第二画面表示部Ｘ２に表示される（ステップＳ４）。この表示
態様を図８（ｂ）に示す。これにより、オペレータは、工程監視画面Ｖｇを参照しながら
、射出・計量画面Ｖｃを用いて必要な成形条件等の設定処理を行うことができる（ステッ
プＳ５，Ｓ６，Ｓ７）。
【００４４】
　一方、設定処理中において、更に、他の参照画面、例えば、履歴画面Ｖｋが必要になっ
た場合を想定する（ステップＳ６）。この場合、オペレータは、指Ｈｆにより第二画面表
示部Ｘ２をタッチし、前述したタッチスライド操作を四回行えば、前述したキーパターン
Ｐｋに従って、履歴画面Ｖｋが第二画面表示部Ｘ２に表示される（ステップＳ８）。この
ときの切換態様を図８（ｃ）に示す。これにより、オペレータは、履歴画面Ｖｋを参照し
ながら、射出・計量画面Ｖｃを用いて必要な成形条件等の設定処理を行うことができる（
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ステップＳ９）。また、設定処理中に、更に、他の参照画面が必要になった場合には、第
二画面表示部Ｘ２に対して、同様のタッチスライド操作を行えば、必要な画面を切換えて
表示することができる（Ｓ１０，Ｓ８，Ｓ９…）。そして、射出・計量画面Ｖｃに対する
設定処理が終了し、さらに、型締装置Ｍｍｃ側の設定処理等、他の設定処理が残っている
場合には、同様の設定処理に係わる作業を行うことができる（ステップＳ１１，Ｓ１２，
Ｓ３…）。
【００４５】
　このように、本実施形態に係る表示装置１によれば、画面Ｖａ…に対するタッチスライ
ド操作により、タッチした画面Ｖａ…を他の画面Ｖｂ…に切換え可能にする画面切換処理
機能部Ｆｃを備えるとともに、画面表示部Ｘ１，Ｘ２…以外の表示面２ｄにキー表示部Ｘ
ｋを設け、このキー表示部Ｘｋに、タッチスライド操作により切換わる画面Ｖａ…の順番
に対応したキーパターンＰｋにより配し、かつタッチ操作により、表示する画面Ｖａ…を
選択可能な複数の画面切換キーＫｘ…，Ｋａ…を配列表示した切換キー表示処理機能部Ｆ
ｋとを備えてなるため、生産機械Ｍのように、表示する画面Ｖａ…の種類が数多く存在す
る場合であっても、画面Ｖａ…を切換える際の操作の容易性及び使い勝手（操作性）の向
上を図ることができる。
【００４６】
　また、表示面２ｄに少なくとも二つの独立した画面表示部Ｘ１，Ｘ２…を並べて表示可
能な多面表示処理機能部Ｆｄを備えるとともに、画面Ｖａ…に対するタッチスライド操作
により、タッチした画面Ｖａ…を他の画面Ｖｂ…に切換え可能にする画面切換処理機能部
Ｆｃを備えるため、例えば、一つの画面Ｖａ…を設定画面に使用し、残りの画面Ｖｂ…を
情報を得る参照画面として利用できるなど、生産機械Ｍのように、様々な情報を参照して
緻密な設定を行うような場合であっても、設定作業を行う際の、設定の、容易性，的確性
，正確性及び迅速性をより高めることができる。特に、生産機械Ｍに、例示した射出成形
機Ｍｍを含ませれば、様々な情報を参照して成形条件等の緻密な設定を行う必要がある射
出成形機Ｍｍにとって最適となる。
【００４７】
　次に、本実施形態に係る表示装置１の変更例について、図９及び図１０を参照して説明
する。
【００４８】
　図９はディスプレイ２の取付態様の変更例を示す。図１に示した取付態様は、側面パネ
ル１３に、縦長のディスプレイ２を配設した場合を示したが、図９は、縦長のディスプレ
イ２の背面中央位置を、回動支持部３１により側面パネル１３の所定位置に取付けたもの
である。これにより、縦長のディスプレイ２を仮想線で示す縦長位置Ｘｖにセッティング
できることに加え、さらに、矢印Ｑｒ方向へ９０〔゜〕回動変位させることにより、実線
で示す横長位置Ｘｈにもセッティングできる。したがって、このような変更例を利用すれ
ば、ディスプレイ２を一般的な横長のディスプレイとして使用できるとともに、図１に示
した縦長のディスプレイ２としても使用することができる。
【００４９】
　図１０（ａ），（ｂ）は、多面表示処理機能部Ｆｄに、マルチ画面表示機能部Ｆｄａを
設けることにより、ディスプレイ２の表示面２ｄに三つ以上の独立した画面表示部Ｘ１…
を、少なくとも縦方向及び横方向に並べて表示するようにしたものである。このようなマ
ルチ画面表示機能部Ｆｄａを設ければ、一つの画面Ｖａ…を設定画面に使用し、残りの画
面Ｖｂ…を参照画面として利用するような場合において、表示できる情報量をより増やせ
るため、全体の動作状態等を的確に把握するなどの観点からより望ましい管理を行うこと
ができる。
【００５０】
　特に、図１０（ａ）は、横長に配したディスプレイ２の表示面２ｄに、四つの画面表示
部Ｘ１…、即ち、第一画面表示部Ｘ１，第二画面表示部Ｘ２，第三画面表示部Ｘ３，第四
画面表示部Ｘ４を表示したものである。この場合には、画面切換処理機能部Ｆｃに、斜方



(11) JP 5421973 B2 2014.2.19

10

20

30

向画面入替機能部Ｆｃｃを設け、四つ以上の独立した画面表示部Ｘ１…の角同士が斜方向
に隣接する画面Ｖａ…同士を、タッチスライド操作により入替可能な機能を実現できる。
図１０（ａ）中、矢印Ｄｓａ方向及び矢印Ｄｓｂ方向が入替操作時の操作方向を示してい
る。この斜方向画面入替機能部Ｆｃｃは、四つ以上の、特に、偶数の画面表示部Ｘ１…に
適用できる。したがって、このような斜方向画面入替機能部Ｆｃｃを設ければ、表示する
画面Ｖａ…の数が増えた場合であっても、速やかに画面Ｖａ…の入替等を行うことができ
るため、例えば、重要な画面Ｖａ…をより見やすい位置に配置するなどのカスタマイズを
容易かつ迅速に行うことができる。
【００５１】
　また、図１０（ｂ）は、横長に配したディスプレイ２の表示面２ｄに、三つの画面表示
部Ｘ１…、即ち、第一画面表示部Ｘ１，第二画面表示部Ｘ２，第三画面表示部Ｘ３を表示
したものである。この場合、第一画面表示部Ｘ１は、第二画面表示部Ｘ２と第三画面表示
部Ｘ３を加えた長さの横長表示となる。図１０（ｂ）中、矢印Ｄｓｃ方向及び矢印Ｄｓｄ
方向は入替操作時の操作方向を示している。なお、その他、図９及び図１０において、図
１～図８と同一部分には同一符号を付してその構成を明確にした。
【００５２】
　以上、好適実施形態について詳細に説明したが、本発明は、このような実施形態に限定
されるものではなく、細部の構成，形状，素材，数量，数値等において、本発明の要旨を
逸脱しない範囲で、任意に変更，追加，削除することができる。例えば、コントローラ３
に、タッチスライド操作における操作有効条件を設定した場合を示したが、必ずしも設定
を必須とするものではない。また、タッチスライド操作における画面が交差する方向とは
中心（線）に対して概ね±４５〔゜〕以内の範囲を含めることができる。なお、画面と交
差しない方向も同様の概念である。一方、ディスプレイ２のタイプは任意であり、各種タ
イプの表示器を利用できる。このディスプレイ２は、射出成形機Ｍｍ（生産機械Ｍ）に対
して一体に設けてもよいし別体に配してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明に係る表示装置は、例示した射出成形機をはじめ、工作機械や生産ロボット等を
含む各種生産機械に利用することができる。
【符号の説明】
【００５４】
　１：表示装置，２：ディスプレイ，２ｔ：タッチパネル，２ｄ：表示面，３：コントロ
ーラ，Ｍ：生産機械，Ｍｍ：射出成形機，Ｖａ…：画面，Ｘ１：画面表示部，Ｘ２：画面
表示部，Ｘｏ：画面表示部，Ｘｋ：キー表示部，Ｋｘ…：画面切換キー，Ｐｋ：キーパタ
ーン，Ｋａ…：画面切換キー，Ｆｄ：多面表示処理機能部，Ｆｄａ：マルチ画面表示機能
部，Ｆｃ：画面切換処理機能部，Ｆｃａ：画面入替機能部，Ｆｃｂ：画面切換機能部，Ｆ
ｃｃ：斜方向画面入替機能部，Ｆｋ：切換キー表示処理機能部，Ｆｋｅ：色分表示機能部
，Ｆｓ：単面表示処理機能部，Ｆｍ：表示選択処理機能部
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